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研究の概要 

　（１）移民研究

　　　  移民の歴史を記録し次世代へ継承する取り組みを行っています。移民研究は、異文化への適応やことばの継

　　　  承の問題、また労働のために近年来日している日系の人々をはじめとする多様な文化背景を持つ人々との共  

　　　  生という課題が深く関わっています。百数十年も前に労働を目的として、ことばも文化も異なる国へと海を   

　　　   渡った人々から、現在に生きる私たちも、さまざまな学びを得ることができます。

　（２）   英語教育（３）観光と異文化間コミュニケーションの研究

　　　  児童の外国語活動における効果的な指導法や指導者研修について研究してきました。外国語を身につけるこ

　　　   とは、言語のスキルを高めることだけでは充分ではありません。国際理解の視点も不可欠です。

　　　  また観光においても、ツールとしての言語のスキルと、異なる文化背景を有する人々と円滑に交流を図るた

　　　   めに異文化間コミュニケーションに関する学びが必要とされます。

　

　　以上、すべての研究はグローバルに移動する人々に関わる諸課題の研究といえます。

研究の特徴
　（１）主として和歌山県の移民について研究。本県の歴史の一端を継承する試みとして和歌山大学・紀州経済史文

　　　  化史研究所主催による展示によってその成果を発信してきました。

　（２）2020 年、小学校高学年で、外国語（英語）が教科化されました。国際理解の視点を取り入れた指導者研修プ

　　　  ログラムの開発に取り組んでいます。

　（３）  訪日観光客の受け入れに際し、文化背景の異なる人々との間で生じる課題について、異文化間コミュニケー

　　　  ションの観点から考えています。

行政・経済界・地域と連携した取り組み例
　◇移民・移住の歴史に関する講演や展示。「わかやま移民の勉強会」を主催。

　◇小学校外国語教育における指導助言、指導者研修プログラムの開発と実施。小学校英語教育の勉強会を実施。

　◇観光における異文化間コミュニケーションに関する講演。

研究者からのメッセージ
　研究分野を活かして連携できることがあれば、共に考え、取り組んでいきたいと思います。
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